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○令和６年度～令和１１年度までの６年間とする。
ただし、必要がある場合は、策定から６年を経過する前であっても見直しについて検討を行う。

計画の期間

１

○現計画の施策の柱は国の「基本法」及び「基本指針」の各事項に合致しているため、施策の柱については変更しない。
○国の基本指針改正に対応した取組を行う。

計画改定の方向性

１ 計画の基本方針

○平成27年12月25日 「アレルギー疾患対策基本法」（平成26年法律第98号）施行

○平成29年３月21日 「アレルギー疾患対策の推進に関する基本的な指針」（平成29年厚生労働省告示第76号）施行

○令和２年３月 「福岡県アレルギー疾患対策推進計画（令和２年度～令和５年度）」 策定

○令和４年３月 「アレルギー疾患対策の推進に関する基本的な指針」（令和４年厚生労働省告示第６５号）改正

アレルギー疾患を取り巻く現状を踏まえた取組の強化を図り、福岡県アレルギー疾患医療拠点病院（福岡病院）を中心
として、本県のアレルギー疾患対策をより一層推進するため、計画を改定するもの。

計画改定の趣旨



２

２ 「アレルギー疾患対策の推進に関する基本的な指針」改正のポイント



事項

基本指針
（旧）

第１
アレルギー疾患対策の推
進に関する基本的な事項

第２

アレルギー疾患に関する啓
発及び知識の普及並びに
アレルギー疾患の予防の
ための施策に関する事項

第３

アレルギー疾患医療を提供
する体制の確保に関する
事項

第４
アレルギー疾患に関する調
査及び研究に関する事項

第５

その他アレルギー疾患対
策の推進に関する重要事
項

基本指針
（新）

同 左

同 左

同 左

同 左

同 左

現計画の施策の柱は国の「基本法」及び「基本指針」の各事項に合致している。
基本指針改正後も各事項に変更はないため、次期計画の施策の柱については変更しない。

条文 基本法

第３条 基本理念

第１４条
第１５条

重症化の予防及び症状の軽減
・知識の普及等
・生活環境の改善

第１６条
第１７条

医療の均てん化の促進等
・専門的な知識及び技能を有する医師
その他の医療従事者の育成
・医療機関の整備等

第１８条

生活の質の維持向上
・その他アレルギー疾患医療に係る職
種の育成
・関係機関の連絡協力体制の整備
・国民全体への情報提供体制の整備

第１９条

研究の推進等
・アレルギー疾患の本態解明
・疫学研究、基礎研究、臨床研究の促
進と、その成果の活用

県計画

第１章 計画の基本方針
第２章 アレルギー疾患を取り巻く現状と課題

第３章 アレルギー疾患対策推進のための施策

【施策の柱１】
アレルギー疾患に関する啓発及び
アレルギー疾患の発症・重症化の予防

【施策の柱２】
アレルギー疾患に係る医療提供体制の確保

【施策の柱３】
アレルギー疾患を有する者の生活の質の
維持向上

法第２０条⇒地方公共団体は、（中略）第１４条から第１８条までに規定する施策を講ずるように務めなければならない。

地方公共団体が行う基本的施策

３

３ 「アレルギー疾患対策基本法」及び「基本指針」と現計画の対応



アレルギー疾患に関する啓発及び
アレルギー疾患の発症・重症化の予防

本県では、施策の方向性を３つの「施策の柱」に整理し、アレルギー疾患対策を総合的に推進していきます。

施策の
柱１

アレルギー疾患に係る

医療提供体制の確保
施策の
柱２

アレルギー疾患を有する者の生活の質
の維持向上

施策の
柱３

アレルギー疾患を有する者や
家族等への適切な情報提供

①一元的な情報の提供＜継続＞
【個別目標】

福岡病院アレルギーセンターホームページ
の内容の充実を図ります。

②アレルギー疾患に対する正しい知識の普及啓発

施策１

生活環境の改善

①大気環境の情報提供＜継続＞

②大気汚染の防止＜継続＞

③花粉症対策＜継続＞

④アレルギー物質を含む食品表示の充実＜継続＞

⑤受動喫煙の防止＜継続＞

施策２

アレルギー疾患に係る
医療提供体制の確保

①アレルギー疾患医療拠点病院の整備＜継続＞

②アレルギー疾患診療連携体制の構築＜継続＞

③アレルギー疾患を診療する医療機関等の情報提供
＜継続＞

施策１

アレルギー疾患に係る医療に
携わる医療従事者等の人材育成
＜継続＞

【個別目標】
医療従事者研修会の内容の充実を図ります。

施策２

アレルギー疾患を有する者を
支援する人材の育成＜継続＞

施策１

アレルギー疾患を有する者を支援
するための連携体制の確保
＜継続＞

施策２

相談体制の充実＜継続＞

【個別目標】
福岡県アレルギー相談窓口での対応の質の向上を図
ります。

施策３

災害時に備えた啓発の推進＜新規＞施策４

４

４ 第2期福岡県アレルギー疾患対策推進計画 素案（全体版）



５

５ 改定のポイント～基本指針改正の反映～

基本指針 改正の概要

第
１

アレルギー疾
患対策の推進
に関する基本
的な事項

○アレルギー疾患の
コントロールのため
に、アレルゲン回避
だけでなく、免疫寛
容の誘導も考慮に入
れた環境の改善を図
る。

第
２

アレルギー疾
患に関する啓
発及び知識の
普及並びにア
レルギー疾患
の予防のため
の施策に関す
る事項

○アレルギー疾患に
関する情報について
出生前から保護者等
への普及啓発活動に
取り組む

県計画 改正の内容

【施策の柱１】
アレルギー疾患に関する
啓発及びアレルギー疾患
の発症・重症化の予防

(１)アレルギー疾患を有
する者や家族等への適切
な情報提供

①一元的な情報の提供

アレルギー疾患を有する者やその家族
が正しい知識のもとに適切に自己管理が
でき、また、アレルギー疾患を有する者
を支援する関係機関の職員等が適切に指
導できるよう、以下の内容を県や拠点病
院ホームページで提供します。
ア アレルゲンの除去や回避、アレル
ゲン免疫療法を含めた発症及び重症
化予防、症状の軽減方法等の科学的
根拠に基づいた最新の情報

②アレルギー疾患に対す
る正しい知識の普及啓発

アレルギー疾患を有する者やその家族
の平時からの自己管理が重要であるため、
拠点病院と連携し、アレルギー疾患を有
する者やその家族、地域住民に対して講
習会を実施します。
また、妊婦や乳幼児の保護者に対して

リーフレット等を利用した周知を行う等、
出生前から正しい知識を普及啓発します。



６

５ 改定のポイント～基本指針改正の反映～

基本指針 改正の概要

第
５

その他アレル
ギー疾患対策
の推進に関す
る重要事項

○地方公共団体は、
防災担当部署等の被
災者支援に関わる部
署とアレルギー疾患
対策に関わる部署等
が連携し、避難所に
おける食物アレル
ギーを有する者の
ニーズの把握やアセ
スメントの実施、食
物アレルギーに配慮
した食品の確保等に
努める。

県計画 改正の内容

【施策の柱３】
アレルギー疾患を有する
者の生活の質の維持向上

(４)災害時に備えた啓発
の推進

アレルギー疾患を有する者やその家族
に対し、平時からの災害への備えや災害
発生時における対応について、ホーム
ページ等で周知を図ります。
また、避難所の管理者が食物アレル

ギーに対応した食品等の備蓄や、避難所
等で適切な対応を行うことができるよう
に、防災担当部署等の被災者支援に関わ
る部署と連携し、「避難所運営マニュア
ル作成指針」や「災害時健康管理支援マ
ニュアル」等を整備し、市町村に対する
周知を行います。
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